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　６月12日（日）、中標津町営野球場の開場30周年を記念し、「Ｎ

ＨＫジュニア野球教室」が開催されました。天候が悪く中標津

体育館での開催となりましたが、講師の元プロ野球選手、広澤

克実さん、武田一浩さんの指導を受け、町内中学校３チームの

選手たちは基本をしっかり学びました。�

「野球の基本を学ぶ」�
�

中標津町ホームページの�
ＵＲＬは　http://www.nakashibetsu.jp　�
メールは　nakasi- t＠aurens.or.jp�

携帯サイトは　http://j.nakashibetsu.jp/
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中標津町の平成16年度決算がまとま

りました。町には一般会計のほか、

病院と水道の企業会計に加え、国民

健康保険事業などの７種類の特別会

計があります。�

今月号と８月号の２回に分けて各会

計の決算状況をお知らせします。�

　平成16年度の病院事業は、14診療科、病床数199床で運営し

ました。本年度は医師数や診療体制に大きな変更はなかったも

のの、新たに始まった医師の臨床研修制度により、特に地方の

病院は医師の確保が一層困難な状況となっています。当院も整

形外科を始め5科において出張医師による診療となっており、

住民の皆様には、ご不便をおかけしている状況ですが、医師の

確保を始め、地域センター病院としての機能強化に引き続き努

力していきます。�

病
院
事
業
会
計
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　新病院移転後の入院・外来患者数は［表１］のとおり平成14年度をピークに減少を続けています。患者負担の増
など医療保険制度の改正を背景に全国的に患者数は減少傾向にありますが、特に当院は整形外科医師の非常勤化を
受け平成15年度以降、大きく減少しています。また、［表２］のとおり入院・外来患者の約６割が中標津町、約３
割が管内他町の住民となっています。�

◆病院事業収益のうち入院・外来を合わせた診療収入は、患者数の減少に伴い前年比で8,316万円（ 2.8％）下回る結果とな
りました。また、一般会計繰入金（補助・負担）は、一般会計の厳しい財政状況と繰入基準の見直しにより、前年比 2億
3,900万円（32.2％）減額となっています。結果、収益合計は35億7,243万円で前年比△3億1,883万円（△8.2％）となりました。�

◆一方、病院事業費用については給与費が増加したものの、患者数の減少による材料費の減、また借入金償還の減少による
減価償却費、及び支払利息の減等により合計で41億3,833万円（対前年△4,291万円、△1.0％）となりました。�

�

【表１】年間患者数の推移� 【表２】居住地別患者割合�
　　　　　（平成16年度、入院外来合計）�

その他収益１％�
一般会計繰入金�

14％�
その他医業収益�

４％�

250,000�

200,000�

150,000�

100,000�

50,000�

0

人�

Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16

入院� 外来�

中標津町�
63%

その他�
４%

羅臼町�
８%

標津町�
10%

別海町�
15%

入院収益�
40％�
�

外来収益�
41％�

収益的収入�

収益的支出�

給与費�
47％�

材料費�
20％�

経費�
16％�

減価償却費�
11％�
�

支払利息�
３％�

その他費用　�
３％�

�    �

14億4,537万円�

14億7,479万円�

1億2,923万円�

5億   226万円�

2,078万円�

35億7,243万円�

19億5,555万円�

8億4,262万円�

6億4,917万円�

4億4,015万円�

1億4,283万円�

1億   801万円�

41億3,833万円�

△5億6,590万円�

  �

 4.2% �

 1.4% �

 1.6% �

 32.2% �

 9.1% �

 8.2% �

 4.2% �

 3.0% �

 0.9% �

 15.1% �

 6.7% �

 0.4% �

 1.0% �

 95.2% 

対前年伸率�決　算　額�主な予算科目�

病
院
事
業
収
益
�

病
院
事
業
費
用
�

収益的収支差�

【表４】資本的収支の状況（資産取得に伴い発生する収支）�

【表３】収益的収支の状況（１年間の経営活動に伴い発生する収支）�
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平成16年度�

各会計の決算を�
お知らせします�

　平成16年度の水道事業の運営について、町内に混在してい
た給水区域を水道法に基づき整理統合を行い、上水区域と中標
津簡易水道区域に改め、より一層の水質管理体制の強化、業務
サービスの向上に努めることにしました。これにより水道事業
会計の業務量が一部簡易水道事業特別会計に移行することにな
りました。�
　決算概要について経営状況は、給水人口で236人増の20,175人、
給水量で35,644K増の1,937,723Kと伸びがみられ（※上水区
域での比較）、さらには配水管整備などを計画的に行うことに
より有収率（※１）も4.5%増の87.8%と向上することができ、
簡易水道事業への資産譲渡により費用の増加がありましたが、
経営収支は安定しています。�
　しかし、水道施設（浄水場を含む）の老朽化に伴う整備、改
修や漏水調査、水道水の水質向上、水量・水圧不足の改善など、
種々の問題を抱えており、多様化している町民のニーズに着実に応えていくため、これらの整備について計画的
に進めていかなければなりません。�
　水道事業は「地方公営企業」（※２）として経営しています。「企業」ですから、事業に必要な経費は、「水
道料金」で運営されています。事業運営全体の健全な経営維持のため、事業収支のバランスの見直しを行い良質
な財源を確保し給水サービスの向上と効率的な事業の運営が求められています。�
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　平成16年度決算額�
　経営成績である損益計算書の収益は、4億4,487万円（前年比△1,531万円）になりました。水道料金収入では、
業務量の減少により 1,640万円減少しました。費用については資産譲渡のため、1,903万円増加の4億794万円と
なり、平成16年度の純利益は、3,693万円となりました。�
　資本的収支（表２）では、支出で本年度、配水管整備などの建設改良費で1億386万円、利用者に使用水量をわ
かりやすくするためのハンディターミナル購入などの固定資産購入費710万円の計1億1,096万円となり、収支
で2億499万円不足が生じ、損益勘定留保資金（※３）等で補てんしました。�
�
※１　有収率…浄水場から配水された水量のうち、実際に使用された水量（水道料金となった水量）の割合。

（高いほど優良な経営に結びつく。）�
※２　地方公営企業…町の一般会計とは区別し、独立採算制に基づく事業。（町ではほかに病院事業）�
※３　損益勘定留保資金…経常費用のなかで現金支出の伴わない経費。（減価償却費等）�

表１　収益的収支（※１）及び業務量の推移�

年度�事業収益�
うち水道料金収入� 事業費用�年度末給水戸数�

年間給水量�

13�

14�

15�

16

5億3,683万円�

5億1,866万円�

4億6,018万円�

4億4,487万円�

4億3,525万円�

4億3,306万円�

4億3,723万円�

4億2,083万円�

4億7,999万円�

4億5,510万円�

3億8,891万円�

4億   794万円�

9,255戸�

9,408戸�

9,484戸�

9,170戸�

1,974,607k�

1,968,917k�

1,993,750k�

1,937,723k

表２　資本的収支（※２）及び企業債（※３）の年度末残高の推移　�

年度� 収入額�
企業債借入金�建設改良費等�企業債償還額�

企業債年度末残高�

13�

14�

15�

16

1億2,542万円�

2億1,364万円�

2,455万円�

6,048万円�

8,860万円�

1億8,260万円�

1,500万円�

5,050万円�

1億5,700万円�

2億6,043万円�

1億7,410万円�

1億1,096万円�

1億1,536万円 �

1億2,326万円 �

1億4,599万円 �

1億5,451万円 

17億7,870万円 �

18億3,804万円 �

17億   704万円 �

13億2,203万円 

支　　出�

企業債年度末残高については、平成16年度より簡易水道事業への一部

移行のため減�

（※２）資本的収支とは水道事業会計のうち、水道施設を建設・整備

するための投資的経費とその財源です。�

（※３）企業債とは、水道施設等の整備を行うための費用は莫大であり、

水道料金だけでは足りませんので、国や公営企業金融公庫等

からの借金で補っています。また、収益的（事業）収支で得

た利益は、これらの借金の返済（償還）に充てられます。�

平成16年度より簡易水道事業への一部移行に伴う事業の減�

（※１）収益的収支とは水道事業会計のうち施設の運転・管理等水道

事業を運営するための経費とその財源です。�
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　中標津町公設地方卸売市場は、消費者に安定した

商品を供給するため、昭和50年に設置されました。�

　根釧地方で公設の市場として開設されているのは、

中標津町の１ヵ所となっています。�

　中標津町公設地方卸売市場は、食の安定供給と安

全で安心な食べ物を取り扱っています。�

　中標津町公設地方卸売市場の年間取扱高及び取扱

数量は、平成３年をピークに毎年減少傾向にあります。�

　これらの要因としては、町内の既存商店舗の減少

による買受人の減少が考えられます。�

　市場総体予算額に占める繰入金の割合は平成17

年度予算では28.2％となり前年度より１％増加とな

っています。�

　市場建設に要した国への償還金が平成17年度に

ピークとなり、それ以降は、減少しますので繰入金

の額についても減少する見込です。�

平成16年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

国民健康保険税  �

国 庫 支 出 金   �

療養給付費交付金�

道 支 出 金   �

共同事業交付金  �

繰 入 金   �

そ の 他 �

合 計 �

総 務 費 �

保 険 給 付 費 �

老人保健拠出金�

介 護 納 付 金 �

共同事業拠出金�

保 健 事 業 費 �

そ の 他 �

合 計 �

　国民健康保険の状況は、平成17年3月

末現在で4,258世帯、被保険者数も

10,021人と町の世帯数及び人口の約42

％の方が加入しています。�

　平成16年度決算の収支状況は、歳入

が23億9,892万円（対前年度比2.1％減）、

歳出が22億9,272万円（対前年度比5.1％

減）で、差し引き1億620万円の黒字と

なり、翌年度以降の医療費の増加に備え

て基金へ積み立てました。�

　16年度の歳入歳出の減少は、国の制

度改正による老人保健対象年齢の引き上

げなどの影響で、国民健康保険会計の負

担は大幅に軽減されました。�

　しかし、加入者の年間１人当たり医療

費は、全体で267,413円（前年度比3.1％増）、

そのうち老人医療費では674,314円（前

年度比9.7％）となっており、年々増加

の傾向にあります。�

　国民健康保険は、加入されている方が

健康な生活を送るための医療保険制度の

ひとつです。町では医療費の適正化や保

険税の収納率向上に努め、健全な保険財

政を維持するとともに、一人ひとりに保

険のしくみや重要さを知っていただき、

これからも安心して必要な医療が受けら

れるよう事業を進めていきます。�

10億2,201�

8億3,384�

2億   697�

1,842�

7,253�

2億4,191�

324�

23億9,892

5,539�

14億4,158�

5億8,530�

1億4,165�

6,058�

675�

147�

22億9,272

平成16年度決算額� （万円）�

（万円）�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

使 用 料   �

繰 入 金   �

そ の 他   �

合 計   

管 理 費   �

公 債 費   �

そ の 他   �

合 計   

1,529�

549�

1�

2,079�

�

278�

1,801�

0�

2,079�

�

歳入歳出差し引き額　1億620万円は、平成17年度にて基金に積立。�



5

　下水道は、トイレの水洗化や水をきれいにす
るだけではなく、私たちの生活を快適にし、き
れいな街づくりに貢献する都市施設です。    �
　当町の水洗化普及率は90.5％になっています。
　その反面水洗化が普及するにあたり、下水道
汚泥処理に係る費用や処理場等維持管理費用が
年々増加しており、その費用を全部使用料で賄
うことは、相当な負担となるため、使用料の軽
減策として一般会計からの繰入金で補てんを受
けていますが、近い将来において、使用料のみ
で運営を行うことを目標として効率的な経営を
行っています。    

下
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計
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【主な歳出の内訳】�
　◆建設費…汚水管整備（緑町・明生地区）8.9ha、972m�
　　　　　　雨水管整備（明生地区）1.7ha、267m�
　◆管渠維持管理費…汚水管清掃2,674m、マンホール・公共桝等�
　　　　　　　　　　修繕122基など�
　◆処理場維持管理費…中標津下水終末処理場、計根別及び養老�
　　　　　　　　　　　牛温泉にある浄化センターに係る維持管�
　　　　　　　　　　　理費や修繕費など�
　◆公債費…借入金の償還金や利子�
　◆水洗化普及費…水洗便所等改造資金貸付、利子補給金など�

　町営牧場は、町の基幹産業である酪農畜産経
営の生産コストの低減と労働力の軽減などを目
的として昭和38年に設置されました。昭和43年
には農業構造改善事業で開陽台牧場、昭和56年
には国営事業で俵橋牧場を開設し、人工授精牛
を主に夏期預託放牧事業を行っています。平成
10年より道営事業を取り入れ、開陽台牧場の草
地更新等の再整備を実施し、平成17年からは受
精卵移植を導入するなど、預託農家への要望に
応えるべく努力しています。受入頭数は、多頭
飼育による酪農経営の大型化により増加傾向に
あります。また、牧場予算は昨年まで、道営事
業への負担金支出のため１億円を超える規模で
したが、事業終了により平成17年以降は8千万円
～9千万円に減少する見込みです。繰入金につい
ては、過去の牧場整備に係る償還金のピークが
平成16年まで続きましたが、平成17年以降は年々
減少する見込みです。�

　簡易水道事業会計は、平成15年度までの水道
事業会計における計根別市街地・上武佐・養老
牛温泉地区と一般会計における開陽・西竹・養
老牛水系の営農用水道地区の資産譲渡を受け、
平成16年度より独立した会計にて運営しています。�
　簡易水道事業の対象となる給水人口は平成16
年度末で3,221人（1,125世帯）で、前年度との
比較（本事業運営開始前の地区との比較）では、
46人減（19世帯増）となっています。�
　運営の主たる財源は、各地区にお住まいの方々
の簡易水道料金で会計を賄っていきますが、建
設費と償還金の一部については、一定の基準に
基づいて町からの繰入金を充てて運営しています。�
　また、施設整備においては、早くから整備し
た地区もあり、施設や老朽管の改修等が必要な
地区もありますので、今後、年次計画を立て改修・
更新を行い、安定した水の供給に努めていきます。�

【主な歳出の内訳】�

　◆管理費…牧場運営委員会などに係る諸経費�

　◆事業費…草地の管理経費及び道営事業の負担金�

　（平成16年度実施事業量⇒牧道整備421m、�

　　広場造成1.5ha、防護柵整備911m、牧場用機械3台　他）�

　◆公債費…借入金の償還金や利子�

平成16年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

下 水 道 使 用 料   �

受 益 者 負 担 金   �

国 ・ 道 補 助 金   �

繰 入 金   �

町 債   �

そ の 他   �

合 計 �

建 設 費   �

管渠維持管理費   �

処理場維持管理費  �

公 債 費   �

水 洗 化 普 及 費   �

総 務 費   

 

 �

合 計   

3億1,698�

2,299�

1億5,756�

7億9,652�

2億3,860�

520�

15億3,785

3億1,900�

2,031�

1億7,117�

9億9,686�

587�

2,464�

15億3,785

（万円）�

（万円）�

平成16年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

放 牧 料   �

入 牧 手 数 料   �

財産貸付収入  �

繰 入 金   �

町 債   �

そ の 他   

 

 �

合 計   

管 理 費   �

事 業 費   �

公 債 費   �

  �

  �

  �

合 計   

3,842�

57�

465�

4,193�

3,400�

11�

1億1,968

87�

7,821�

4,060�

�

�

�

1億1,968

【主な歳出の内訳】�

◆道道摩周湖中標津線水道管布設工事　Ｌ＝416ｍ��

◆開陽地区の安定した水量確保のための西竹地区配水連絡�

　管布設工事及び河川流量調査　　　　Ｌ＝1,069ｍ�

�

（万円）�平成16年度決算額�

歳　　　　入� 歳　　　　出�

使用料及び手数料�

財 産 収 入 �

繰 入 金 �

諸 収 入 �

町 債 �

合 計 �

総 務 費 �

簡易水道事業費�

基 金 積 立 金 �

公 債 費 �

�

合 計 �

1億2,323�

0�

1,586�

924�

5,020�

1億9,853

1,257�

1億5,369�

884�

1,435�

�

1億8,945

歳入歳出差し引き額908万円は、平成17年度にて基金に積立。�
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　現在、「個人情報」を利用したサービスがさまざまな形で提供され、生活

面においても今まで以上に便利なものとなっています。その反面、「個人情報」

の誤った取り扱いにより、重大な被害を受ける恐れもあるなど社会問題とな

っています。�

　町におきましても町民皆さんの大切な個人情報に対し、平成12年に「中

標津町個人情報保護条例｣を定めて適切な取り扱いと保護に努め運用してき

ました。�

　近年、個人情報の漏洩による被害が全国的にも問題となっており、国にお

いて平成17年４月１日から「個人情報の保護に関する法律」が施行された

ことに伴い、町でも、現在の「個人情報保護条例」の充実を図る事を目的に

６月定例議会において「中標津町個人情報保護条例」の全部改正が可決され

ています。この条例をもとに町民皆さんの個人情報の適正な管理を強化する

ため「罰則規定」等を定め、更なる情報の保護に努めます。�

　なお、町では中標津町情報審査会の意見を聴き、事業主が個人情報を取り

扱う際に準拠すべき指針を作成しました。この指針は商工会、役場（及び計

根別支所）に備え付けてありますので、個人情報の適正な利用に活用願います。�

個人情報とは…�
　氏名、住所、生年月日、性別、学歴、
職歴、などの特定の個人を識別できる
情報又は分かるものをいいます。�
※個人情報の閲覧制度�
　現在の住民基本台帳法による閲覧制
度においては、氏名、住所、性別、生
年月日の４項目の個人情報の閲覧につ
いて認められ、世論調査、学術調査、
市場調査等に幅広く利用されています。
（総務省では、個人情報の保護に対す
る意識の変化などから、「住民基本台
帳のあり方に関する検討会」を開催し、
住民基本台帳の閲覧制度等について、
有識者による専門的な検討を行ってい
ます。）�
�

１．町として守るべき個人情報の取り扱いルール� ２．本人関与による適正な個人情報保護の手続き�

■保有の制限�
　個人情報の保有にあたっては、利用目的を明確にしなけれ
ばなりません。また、利用目的の達成に必要な範囲を超えて
個人情報を保有してはいけません。�
■利用目的の明示�
　本人から直接書面で個人情報を取得するときは、原則として、
利用目的を明示しなければなりません。�
■利用及び提供の制限�
　原則として、利用目的以外の目的のために、保有している
個人情報を利用・提供してはいけません。�
■従事者の業務�
　業務に関して知り得た個人情報の内容を、みだりに他人に
知らせたり、不当な目的に使用したりしてはなりません。�
�

違反すると�
�
�
■罰則規定�
　個人情報の適正な取り扱いの確保及び個人の権利利益を保
護するため、不適切な取り扱いをした時に、町職員と受託事
業従事者に対して罰則を科します。罰則の規定は、上限２年
以下の懲役または、100万円以下の罰金となります。�
�

　個人情報の開示請求などの仕組みは次のとおりです。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
◎これらの請求に対して、請求どおりの内容決定になら
ない場合があります。その場合は不服申し立てを行う
ことにより、審査機関が公平な立場で審議を行い、審
議の結果を基に再度町が決定します。�
※開示請求を行った人が、不正（名前を偽るなど）な行
為を行って他人の情報を手に入れるなどをした場合には、
５万円以下の過料が適用されます。�
�
◆平成16年度における、中標津町個人情報保護条例第
49条（制度の運用状況の公表）による公開について�
�
・中標津町個人情報保護条例第14条（自己に関する個人
情報の開示請求）第１項または第２項の規定による個
人情報の開示について�
　請求件数：１件�
　請求内容：介護認定審査会資料�
　開示の有無：開示�

中
標
津
町（
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
）�

�

町
民
《
本
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
》�

開示請求�

町が持っているあなたの情報を請求�
できます。�

　　　　　　　　　　　　情報開示�

訂正請求�

個人情報に誤りがあった場合、訂正�
を請求できます。�

利用停止請求�

情報の取り扱いに不正があった場合、�
利用停止の請求ができます。�

個人情報は�
守ります！�

「中標津町個人情

報保護条例」に関

するお問い合わせ

は、総務課行政改

革・防災係まで。�
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　 項 　 　 目 　 �
�
施設の管理運営主体�
�
�
法 的 な 位 置 づ け �
�
�
�
�
中標津町の条例で定
め る 項 目 �
�
�
�
協 定 の 締 結 �
導 入 時 期 �
�
募 集 及 び 選 考 �
�
�
�
そ の 他 �

内　　　　　　　　　　容�

法人その他の団体�

※法人格は必ずしも必要としませんが、個人では対象となりません。�

「管理の代行」となります。�

※指定管理者は、議会の議決を得て指定され、公の施設の管理に関する権限を委任して行

わせるものです。�

①指定管理者の「指定の手続き」�

・申請の方法や選定基準等�

②指定管理者が行う「管理の基準」�

・休館日、開館時間、個人情報の取扱基準などの基本的な条項�

③指定管理者が行う業務の範囲�

・具体的な範囲を規定、それぞれの施設の目的や態様にて設定する。�

・利用許可は行うが、使用料の強制徴収、不服申し立てに対する決定、行政財産の目的外

使用許可はできません。�

委託費の額等、細目的事項について協定を締結します。�

中標津町では、平成18年４月１日から実施します。�

指定管理者の公募については、各施設を管理する所属部署において町広報紙などを利用し

て公募を開始し、選考委員会で選考後、町議会の議決により決定します。�

問い合わせについては、施設を管理する各担当課へお尋ねください。�

・文　化　体　育　施　設～教育委員会総務管理課�

・都市公園及び森林公園～建設水道部管理課�

・町 有 の 地 域 会 館～町民生活部生活課�

・労働会館、町有観光施設～経済部経済振興課�

�

平
成
十
五
年
九
月
に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。�

町
に
お
い
て
も
、
平
成
十
八
年
四
月
一

日
導
入
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。�

�

◆
指
定
管
理
者
制
度
と
は
…�

　
今
ま
で
は
、
公
の
施
設
（
文
化
体
育

施
設
、
公
園
、
町
有
地
域
会
館
等
）
の

管
理
は
管
理
委
託
制
度
の
中
で
、
公
共

団
体
、
公
共
的
団
体
及
び
地
方
公
共
団

体
の
出
資
法
人
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を
導
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
、
法
人

等
の
幅
広
い
団
体
に
管
理
を
代
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

◆
管
理
を
委
託
で
き
る�

　
「
公
の
施
設
」
と
は
…�

　
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を

も
っ
て
そ
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
施

設
」（
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
）、

地
方
公
共
団
体
が
住
民
の
福
祉
を
増
進

す
る
た
め
に
設
置
し
、
多
く
の
住
民
が

利
用
で
き
る
施
設
で
す
。�

�

中
標
津
町
で
は
…�

　
総
合
文
化
会
館
、
体
育
館
な
ど
の
文

化
体
育
施
設
、
都
市
公
園
及
び
森
林
公
園
、

町
有
の
地
域
会
館
な
ど
で
す
。�

�����������

◆
制
度
導
入
の
目
的�

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果
的
、

効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
公
の
施

設
の
管
理
に
民
間
事
業
者
等
の
能
力
を

活
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経

費
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。�

◆
指
定
管
理
者
制
度
の
内
容�

◆
導
入
に
係
る
今
後
の
流
れ�

平
成
十
七
年
九
月�

指
定
管
理
者
の
募
集
告
示�

����

平
成
十
七
年
十
月�

指
定
管
理
者
の
申
請
受
付�

����

平
成
十
八
年
一
月�

指
定
管
理
者
選
考
委
員
会
の
開
催�

����

平
成
十
八
年
二
月�

指
定
管
理
予
定
候
補
者
の
決
定�

����

平
成
十
八
年
三
月�

指
定
管
理
者
の
議
会
議
決�

（
予
算
の
議
決
）�

����

　
　
　
　
　
　
　
　  

協
定
の
締
結�

����

平
成
十
八
年
四
月
一
日�

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
の
実
施�
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国
勢
調
査
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
項
目
の
基
礎

資
料
を
得
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
す
。
�

①
男
女
・
年
齢
に
関
す
る
こ
と
、
②
世
帯
類
型
に
関
す
る
こ
と
、

③
就
業
状
態
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
�

　
今
月
号
で
は
、
過
去
五
回
の
結
果
に
お
け
る
、
中
標
津
町

の
年
齢
別
人
口
の
推
移
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�

�◆
年
齢
別
人
口
の
推
移
�

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
中
標
津
町
の
人
口
、

世
帯
数
は
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
年
齢
別
人
口
の
推
移

を
み
て
み
ま
す
と
、
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
十
四
歳
未
満
の

人
口
が
減
る
一
方
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
中
標
津
町
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
�

過去５回の年齢別人口の推移（中標津町）�

※平成12年の合計人数23,179人のうち24人は年齢不詳者�
　につきグラフに表示していません。�

人�

②�

0

5000

10000

15000

20000

25000

1,270

21,187

1,562

21,675

2,018

21,900

2,523

22,326

3,293

23,179

14,242 14,536 14,977 15,494 15,935

0～14歳�

昭和55年�昭和60年�平成2年�平成7年�平成12年�

5,675 5,577 4,905 4,309 3,927

15～64歳� 65歳以上�

「
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」�

　
入
賞
作
品
紹
介
�

　
口
腔
衛
生
週
間
に
合
わ

せ
、
町
内
の
小
学
校
か
ら

募
集
し
た
平
成
十
七
年
度

「
歯
・
口
の
健
康
に
関
す

る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
入
賞
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
�

　
入
賞
作
を
含
む
入
選
作

品
七
十
五
点
は
、
六
月
四

日
（
土
）〜
十
日（
金
）
ま

で
、
し
る
べ
っ
と
町
民
ホ

ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
。
�

町長賞�

中標津小学校　２年　山x　春花さん�

教
育
長
賞
　
中
標
津
小
学
校
　
４
年
　
武
藤
　
継
胡
く
ん
�

歯
学
会
賞
　
若
竹
小
学
校
　
６
年
　
阿
部
　
雄
真
く
ん
�

応募総数 1,038点�
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��

健康いちばん�

町立中標津病院　内科　西　川　浩　司�

　
今
回
は
、
医
療
か
ら
ち
ょ
っ
と
脱
線

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
健
康
増
進

に
役
立
つ
温
泉
及
び
入
浴
の
話
を
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
温
泉
王
国
で
あ
る
日
本
、
皆
様
は
『
温

泉
』
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
日
本
に
は

北
海
道
を
含
め
様
々
な
有
効
成
分
を
有

す
る
温
泉
が
多
数
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
こ
と
に
温
泉
が
レ
ジ
ャ
ー
や
観

光
資
源
と
し
て
の
み
利
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
欧
米
で
は
、

む
し
ろ
医
療
と
併
用
さ
れ
温
泉
が
健
康

増
進
・
疾
病
予
防
と
し
て
積
極
的
に
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
あ
る
地
域
で
、

温
泉
を
健
康
増
進
に
利
用
す
る
こ
と
で

医
療
費
を
抑
制
で
き
た
と
い
う
報
告
も

有
り
ま
す
。
�

　
も
ち
ろ
ん
、
温
泉
・
入
浴
を
用
い
た
、

病
気
の
治
療
に
関
し
て
も
研
究
は
進
ん

で
い
ま
す
。
以
前
よ
り
重
症
心
不
全
に

対
す
る
温
泉
療
法
は
詳
細
な
検
討
も
な

く
禁
忌
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

半
身
浴
或
は
乾
式
サ
ウ
ナ
に
入
っ
た
後
、

タ
オ
ル
等
で
三
十
分
間
安
静
保
温
を
追

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
不
全
の
重

症
度
を
改
善
で
き
た
と
い
う
研
究
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、
う
ま
く
温
泉
・
入
浴

を
利
用
す
る
こ
と
で
疾
病
の
予
防
や
場

合
に
よ
っ
て
は
治
療
も
可
能
で
す
。
温

泉
で
な
く
て
も
、
日
頃
の
正
し
い
入
浴

に
よ
っ
て
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が

十
分
可
能
で
す
。
こ
こ
で
、
高
齢
者
に

お
け
る
入
浴
法
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に

示
し
ま
す
。
�

①
入
浴
前
に
脱
衣
所
及
び
お
風
呂
場
を

暖
め
て
お
く
。
�

②
入
浴
前
に
必
ず
か
け
湯
を
行
う
。
�

③
湯
温
は
三
十
九
℃
前
後
で
半
身
浴
が

望
ま
し
い
。
（
寒
い
場
合
は
肩
に
タ

オ
ル
を
か
け
る
。
）
�

④
入
浴
後
三
十
〜
六
十
分
程
度
は
安
静

に
し
、
適
宜
水
分
摂
取
を
行
う
。
�

⑤
食
事
直
後
ま
た
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
酒

直
後
の
入
浴
は
避
け
る
。
�

　
た
か
が
入
浴
、
さ
れ
ど
入
浴
。
皆
様

も
浴
槽
の
中
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
入
浴
の

大
切
さ
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
�

「温泉と入浴の効果｣�

�

　
国
民
年
金�

�

平
成
十
七
年
度
の
国
民
年
金
「
保
険
料
免
除
制
度
」�

手
続
き
開
始
の
お
知
ら
せ�

�

　
自
営
業
な
ど
の
第
一
号
被
保
険
者
で
、
収
入
が
少
な
く
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
生
活

課
年
金
係
窓
口
で
「
免
除
申
請
書
（
全
額
・
半
額
）
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
社
会
保
険
事
務
所
が

前
年
分
の
所
得
等
を
審
査
し
て
、
結
果
（
承
認
・
却
下
）
を
お
手

元
に
通
知
し
ま
す
。�

　
免
除
に
は
、
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、
保
険
料

の
半
額
を
納
め
る
「
半
額
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。�

　
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
前
月
分
か
ら
平

成
十
八
年
六
月
ま
で
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
残
り
の
半
額
の

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
期
間
扱
い
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。�

　
申
請
に
よ
り
免
除
対
象
に
な
る
方
の
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
生

活
課
年
金
係
ま
で
。�

�

国
民
年
金
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た�

�

　
低
所
得
者
で
あ
る
若
年
者
（
二
十
歳
代
の
者
）
が
、
将
来
の
無

年
金
・
低
年
金
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
同
居
し
て
い
る

世
帯
主
の
所
得
に
関
わ
ら
ず
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
要
件
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。�

制
度
の
特
徴�

・
保
険
者
本
人
及
び
配
偶
者
が
全
額
免
除
と
同
様
の
所
得
要
件
に

該
当
（
世
帯
主
の
所
得
は
対
象
外
）�

・
免
除
期
間
は
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
る
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
（
カ
ラ
期
間
）�

・
免
除
期
間
に
つ
い
て
、
十
年
間
の
追
納
が
可
能�

　
詳
し
く
は
、
生
活
課
年
金
係
ま
で
。�

�
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�町
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�　
七
月
の
整
形
外
科
診
療
日
は
、
上
記

カ
レ
ン
ダ
ー
の
●
印
の
と
お
り
で
す
。
�

　
詳
し
く
は
、
町
立
中
標
津
病
院
医
事

課
1
（
７
２
）
８
２
０
０
ま
で
。
�

�道
営
住
宅
入
居
者
募
集
�

�募
集
団
地
　
東
中
団
地
�

・
二
階
建
の
３
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
五
十
一
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
九
千
八
百
円
〜
�

　
　
　
　
一
万
六
千
二
百
円
�

・
平
屋
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
五
十
四
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
一
千
九
百
円
〜
�

　
　
　
　
一
万
九
千
七
百
円
�

募
集
団
地
　
白
樺
団
地
�

・
二
階
建
の
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
�

　
昭
和
六
十
三
年
建
設
　
　
　
一
戸
�

　
家
賃
　
一
万
六
千
九
百
円
〜
�

　
　
　
　
二
万
八
千
百
円
�

申
込
期
限
　
七
月
十
五
日
（
金
）
�

受
付
場
所
　
役
場
管
理
課
住
宅
係
�

抽

選

日
　
七
月
二
十
日
（
水
）
�

　
　
　
　
　
午
後
一
時
�

抽
選
会
場
　
役
場
三
〇
一
号
会
議
室
�

入
居
可
能
日
　
平
成
十
七
年
八
月
�

�自
衛
官
募
集
�

�募
集
種
目
　
航
空
学
生
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
高
卒
�

　
（
見
込
含
）
二
十
一
歳
未
満
の
者
�

募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
学
生
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
十
�

　
八
歳
以
上
満
二
十
四
歳
未
満
の
者
�

募
集
種
目
　
曹
候
補
士
及
び
２
士
�

資
　
　
格
　
日
本
国
籍
を
有
し
、
満
十
�

　
八
歳
以
上
満
二
十
七
歳
未
満
の
者
�

受
付
期
間
　
八
月
一
日
〜
九
月
八
日
�

試
験
期
日
　
九
月
十
七
日
〜
�

　
　
　
　
　
九
月
二
十
六
日
の
間
�

　
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
帯
広
地
方
連
絡

部
中
標
津
募
集
事
務
所
1
（
７
２
）
０

１
２
０
ま
で
。
�

�家
畜
商
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て
�

�　
平
成
十
七
年
度
の
家
畜
商
講
習
会
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
受
講
を

希
望
す
る
方
は
期
日
ま
で
に
農
林
課
畜

産
係
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
�

講
習
会
開
催
日
時
及
び
場
所
�

　
九
月
十
四
日
（
水
）
〜
十
五
日
（
木
）
�

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
ま
で
�

　
札
幌
市
（
北
海
道
庁
別
館
地
下
一
階
�

　
大
会
議
室
）
�

提
出
書
類
　
受
講
願
書
（
写
真
貼
付
）
�

　
二
部
（
様
式
は
農
林
課
畜
産
係
に
あ
�

　
り
ま
す
。
）
�

受
講
手
数
料
　
四
千
四
百
八
十
円
相
当
�

　
の
北
海
道
収
入
証
紙
�

申
込
期
日
　
八
月
一
日
（
月
）
�

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
畜
産
係
ま
で
。
�

�開
陽
台
牧
場
ふ
れ
あ
い
広
場
�

�　
道
営
公
共
牧
場
整
備
事
業
に
よ
り
、

開
陽
台
牧
場
内
に
広
場
と
遊
歩
道
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
開
陽
台
展
望
台
駐
車

場
か
ら
遊
歩
道
が
続
き
、
遊
歩
道
沿
い

に
放
牧
し
て
い
る
牛
を
見
学
し
た
り
、

広
場
周
辺
の
自
然
観
察
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
広
場
に
は
、
休
憩
施
設
や
ト
イ
レ
も

あ
り
、
自
由
に
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　
な
お
、
家
畜
衛
生
管
理
上
、
牧
場
内

へ
入
場
で
き
る
範
囲
を
定
め
て
い
ま
す

の
で
、
立
入
禁
止
区
域
へ
は
入
ら
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
�

開
場
時
間
　
毎
日
午
前
九
時
〜
�

　
　
　
　
　
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
�

期
　
　
間
　
十
月
下
旬
ま
で
�

　
詳
し
く
は
、
農
林
課
畜
産
係
ま
で
。
�

税　　金�

M A T I O N

7

July

くらしの広場広場�広場�

7
3 

10

17

4 

11

18

25

5 

12

19

26

�

6 

13

20

27

7 

14

21

28

�

1 

8 

15

22

29

�

2 

9 

16

23

30

日 月 火 水 木 金�土�開
陽
台
牧
場
ふ
れ
あ
い
広
場
遊
歩
道
�

24
31

�

�

�
７月は固定資産税（第２期）、�
国民健康保険税（第２期）、�

介護保険料（第２期）の納期です�
�
　固定資産税の第２期と国民健康保険
税の第２期、介護保険料の第２期の納
期限は８月１日です。忘れずに納期内
に納めましょう。�
　固定資産税、町道民税の第１期、軽
自動車税全期、国民健康保険税及び介
護保険料の第１期の納期限がすでに経
過しています。もう一度お手元の納付
書を確認のうえ、納付されていない方
は早急に納めましょう。�
　町税はみんなの財産です。町税を有
効に使うため、納期内納付にご協力を
お願いします。�
　～町税等各種収納金の�
　　　　　　　　納付は口座振替で～�
＜７月の収納窓口休日開設及び�
　　　　　　　平日開設時間延長日>�
�
�
�
�
�
�
�
　収納窓口開設時間延長、休日開設に
あわせて納税相談を実施していますので、
納税についてご相談ください。�
�
所得税の予定納税をお忘れなく�
�
　所得税の予定納税（第１期分）の納
期は、８月１日（月）までです。また、
振替納税を利用している方は、納期限
（８月１日）に指定の金融機関の口座
から自動的に納付されます。�
　詳しくは、根室税務署10153（23）�
3261まで。�
�
サマージャンボ宝くじ�
発売のお知らせ�

�
　７月15日（金）から８月２日（火）ま
でサマージャンボ宝くじ（市町村振興
宝くじ）が発売されます。�
　今年のサマージャンボ宝くじは、３
等１千万円が５年ぶりに復活しました。�
賞　　金　１等　２億円　　  42本�
　　　　　（１等前後賞各５千万円）�
　　　　　２等　１億円　　  42本�
　　　　　３等　１千万円　420本�
抽せん日　８月12日（金）�
　この宝くじの収益金は中標津町では
これまで、明生地区コミュニティセン
ター、西町児童公園、明生児童公園、
まこと団地児童公園、睦児童公園など
の整備に活用されています。�

社会保険事務所相談所開設日のお知らせ（1 0154-22-0111）※当初の日程から変更になっていますので、ご注意願います。�
日時／７月21日（木）午後１時～午後５時、７月22日（金）午前９時～午前11時30分　　場所／中標津経済センター�

休日開設日　　開設時間延長日�

31日（日）�

午後5時15分～�

　　午後8時まで�
午前9時～�

午後5時まで�

15日（金）�

29日（金）�
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I N F O R M

くらしの広広場�くらしの広

�体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

�　
畜
産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
主
催

の
研
修
会
も
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
�

　
今
回
は
、
未
経
験
者
の
方
々
を
対
象
に
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
（
二
種
類
）
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
作
り
を
行
い
ま
す
。
�

日
　
　
時
　
七
月
二
十
四
日
（
日
）
�

　
　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
�

場
　
　
所
　
畜
産
食
品
加
工
研
修
�

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
（
計
根
別
）
�

対
　
　
象
　
町
内
在
住
の
中
学
生
以
上
�

　
　
　
　
　
の
方
で
、
セ
ン
タ
ー
を
利
�

　
　
　
　
　
用
し
た
こ
と
の
な
い
方
�

費
　
　
用
　
一
人
千
百
五
十
五
円
�

募
集
人
数
　
先
着
十
名
�

募
集
締
切
　
七
月
十
五
日
（
金
）
�

　
　
　
　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
�

申
込
方
法
　
電
話
予
約
（
1
左
記
参
照
）
�

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
畜
産
食
品
加
工

研
修
セ
ン
タ
ー
1
（
７
８
）
２
２
１
６

ま
で
。
�

�

�中
標
津
町
地
域
ま
ち
づ
く
り
�

事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ
�

�　
平
成
十
三
年
度
か
ら
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
、
種
々
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
は
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
お
け
る

地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
等
の
実
現

に
向
け
て
、
地
域
自
ら
取
り
組
む
町
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
、
本

年
度
か
ら
新
た
に
予
算
の
範
囲
内
で
支

援
す
る
も
の
で
す
。
�

対
象
者
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
�

　
に
沿
っ
た
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
�

　
団
体
・
町
内
会
等
�

対
象
事
業
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
�

　
ン
の
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
構
想
の
方
�

　
針
に
基
づ
く
も
の
で
、
�

①
居
住
者
が
身
近
な
地
域
の
ま
ち
づ
く
�

　
り
に
自
発
的
に
関
わ
る
た
め
の
事
業
�

②
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
都
市
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
事
業
な
ど
が
対
象
で
、
内
容
等

を
事
前
に
審
査
し
決
定
し
ま
す
。
�

　
（
代
表
的
な
例
）
憩
い
の
場
づ
く
り

事
業
、
花
と
緑
・
景
観
づ
く
り
事
業
、

自
然
環
境
・
ふ
れ
あ
い
推
進
事
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
交
流
活
動
推
進

事
業
な
ど
。
�

補
助
率
　
事
業
費
の
十
分
の
六
以
内
�

予
算
額
　
補
助
金
総
額
五
十
万
円
�

受
　
付
　
七
月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
�

　
具
体
的
な
事
業
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

街
づ
く
り
推
進
室
街
づ
く
り
推
進
係
ま
で
。
�

�働
く
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
�

　
〜
勤
労
者
福
祉
資
金
�

　
　
　
　
　
融
資
制
度
の
ご
案
内
〜
�

�融
資
の
対
象
と
な
る
方
�

・
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
（
前
年
の
�

　
総
所
得
が
六
百
万
円
以
下
の
方
）
�

・
二
年
間
で
通
算
十
二
ヶ
月
以
上
勤
務
�

　
し
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方
（
前
年
�

　
の
総
所
得
が
六
百
万
円
以
下
の
方
）
�

・
企
業
倒
産
な
ど
、
事
業
主
の
都
合
に
�

　
よ
り
離
職
し
た
方
（
雇
用
保
険
受
給
�

　
資
格
者
で
あ
る
方
等
）
�

資
金
の
使
途
�

　
医
療
資
金
、
災
害
資
金
、
教
育
資
金
、

冠
婚
葬
祭
資
金
、
一
般
生
活
費
等
�

融
資
限
度
額
・
融
資
期
間
�

　
百
二
十
万
円
以
内
、
八
年
以
内
（
離

職
者
の
方
は
、
百
万
円
以
内
、
五
年

以
内
）
�

融
資
の
利
率
�

・
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
�

　
年
一
・
五
〇
％
�

・
季
節
労
働
者
、
離
職
者
の
方
�

　
年
〇
・
六
〇
％
�

取
扱
金
融
機
関
�

　
北
海
道
労
働
金
庫
、
各
信
用
金
庫
、
�

　
各
信
用
組
合
の
本
店
・
支
店
�

問
合
せ
先
�

　
取
扱
金
融
機
関
へ
直
接
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
根
室
支
庁
商
工
労
働

観
光
課
1
０
１
５
３
（
２
４
）
５
６
１

９
ま
で
。
�

市内循環バス時刻表変更のお知らせ�
�

　中標津市内線の時刻表が、７月７日（木）より「東武

サウスヒルズ」前停留所の新設により変更になります。�

　新しい時刻表など詳しくは、生活課交通・町民相談係

まで。�

健　　康�

きまりを守り　明るいまちにしましょう　町民憲章より�

骨粗鬆症検診のお知らせ（８月分）�
�
申込期間　７月５日～７月20日の平日�
実施期間　８月１日～８月31日の平日�
対　　象　20歳以上の女性�
内　　容　問診、骨密度測定（手首）、
　　　　　診察�
料　　金　1,300円(70歳以上は600円)�
定　　員　１日につき２人（午前中）�
実施場所　町立中標津病院�
申 込 先　中標津町保健センター�
　　　　　（成人保健係）�
　　　　　1７２－２７３３まで�
�
「高脂血症予防改善教室」�

参加者募集�
�
�
�
�
�
会　　場　中標津町保健センター�
時 　 間　午前10時～午前11時30分�
　　　　　（８月９日は午後12時まで）�
定　　員　25名（年齢・男女問わず）�
持 ち 物　健康手帳（お持ちでない方に
　　　　　は配布）�
参 加 料　無　料�
受　　付　８月１日（月）まで�
　　　　　（定員になり次第締切）�
申 込 先　中標津町保健センター�
　　　　　（管理栄養士）�
　　　　　1７２－２７３３まで�
�
「筋力アップで体イキイキ
教室」のお知らせ�

�
　高齢者の筋力・バランス・柔軟性を高
めて、日常生活に必要な体力向上を目指
します。�
対　象　70歳以上で足腰の衰えを感じ、

外出を控えている方、つまずき
や転びやすさを感じている方。�

　　　　（介護保険認定者や運動制限の
ある方を除く）�

日　時　９月13日～12月２日まで�
　　　　毎週火、金曜日（全24回開催）�
　　　　午前９時40分～午前11時20分�
場　所　総合福祉センター「プラット」�
募集人数　７名�
※申し込み人数が多い場合は、体力測定�
　を実施し決定する場合があります。�
申込締切　７月12日（火）�
申込先　中標津町保健センター�
　　　　（成人保健係）�
　　　　　1７２－２７３３まで�
�
いきいき健康まつりのお知らせ�

�
日時　８月21日（日）�
　　　午前９時30分～午後１時�
場所　中標津町総合文化会館�
内容　歯科ドック、健康チェック、体力

測定、健脚度測定、介護相談など�

　開　催　日　　　　　　内　　　　容�

８月２日（火）「高脂血症の原因は？」、運動体験�

８月５日（金）「高脂血症予防のための食生活」�

８月９日（火）　調理実習と試食�

�
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誕生   21人    死亡   19人 
転入   62人    転出   56人　 

５月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,975（＋  8） 
11,790（－  5） 
12,185（＋13） 
10,111（＋  6） 

なかしべつ  

地球が丸く見える

5

緑
あ
ふ
れ
る
森
に
 

27

地球が丸く見える

6

丸
小
運
動
会
 

13

　
雨
の
た
め
一
日
順
延
と
な
っ
た
こ
の

日
も
、
気
温
が
低
く
時
折
小
雨
が
降
る

状
況
で
し
た
が
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
父

母
や
祖
父
母
の
応
援
を
受
け
、
元
気
に

競
技
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
個
人
競
技
、
団
体
競
技
の
外
、
親
子

で
参
加
す
る
競
技
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん

な
内
容
で
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
 

 

地球が丸く見える

5

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
 

27

　
町
立
中
標
津
病
院
で
は
、
一
階
受
付
向
か

い
の
柱
（
写
真
）
と
三
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
の
壁
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
肺
蘇

生
の
要
で
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
心
臓

の
状
態
を
判
断
で
き
る
救
命
率
向
上
の
鍵
と

も
い
え
る
器
械
で
す
。
 

　
箱
を
開
け
る
と
ア
ラ
ー
ム
が
な
り
ま
す
の
で
、

心
肺
蘇
生
時
以
外
は
箱
を
開
け
な
い
よ
う
に

ご
注
意
願
い
ま
す
。
 

広報中標津は、環境保護のために古紙配合率100％再生紙 
および100％植物油型インキ「ナチュラリス100」を使用して 
います。 

　
町
と
根
釧
東
部
森
林
管
理
署
共
催
の
平
成
十

七
年
度
中
標
津
町
植
樹
祭
が
、
開
陽
地
区
の
旧

開
陽
牧
場
跡
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
植
樹
に
参
加
し
た
約
百
五
十
名
の
参
加
者
に

よ
り
、
用
意
さ
れ
た
町
の
木
「
シ
ラ
カ
バ
」
の

苗
木
千
本
が
丁
寧
に
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
 




